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はじめに 

本ガイドの目的 
本ガイドは、Parallels Remote Application Server (以降 RAS) の評価を目的に、初めて環境を構築されようとしているお客
様や、販売店のエンジニア様に、Windows Server RDSH 機能を利用したシンプルなシステム構成を利用した RAS 環境に
よる Windows デスクトップ、もしくは Windows Server 上のアプリケーションウインドウのリモート操作をお試しいただ
き体験いただくことを目的としております。 

RAS 管理者ガイド (日本語) を、弊社 Web サイトに公開しておりますが、公開資料を補足する内容となっております。ぜ
ひ、RAS 製品のシンプルで、かつ操作性の良いリモート アクセスを評価いただければ幸いです。 

RAS 管理者ガイドを含むマニュアルの公開ページ 
https://www.parallels.com/jp/products/ras/resources/

制限事項 
本ガイドは、Parallels RAS Ver. 20 を利用しております。本ガイドのリリース後の製品バージョンアップにより、本ガイド
に記載されている画面例と実際の画面とは異なる状況となる可能性がありますので、ご注意ください。 

なお、本ガイドの内容は、予告なしに変更する場合があります。あらかじめご了承下さい。評価の際は、是非、インスト
ール メディアのバージョンを含め、本ガイドの最新バージョンをご使用されることを推奨いたします。 



5 

概要 

本ガイドでは、Parallels® RAS を使用して Windows Server 2022 物理マシン 1 台（もしくは Windows 11 Pro 物理
マシン 1 台）を使用した Windows Hyper-V 機能を使用します。その環境で実現できる最小限の仮想マシン環境を構
成する方法について説明します。 

検証環境の構成 
仮想基盤 (ハイパーバイザー) として、Hyper-V を使用します。仮想サーバーマシン環境を構成するコンポーネント

のうち、サーバー側の以下コンポーネントは 1 台の物理マシン (⑤) 上に構築します。 
 Active Directory サーバーを構築後、①サーバーマシン、③サーバーマシンは、作成した Active Directory ドメイン
に参加させます。 

① RAS Secure Gateway ＋ RAS Connection Broker 兼 RAS Console  

② Active Directory 

③ Windows Server 2022 RDSH 機能を使用、クライアント側のコンポーネントは、Windows OS の物理マシンを使
用します。 

④ リモート接続用マシン 

仮想マシンの実行に必要なリソースが Hyper-V 環境に存在する場合、RAS Secure Gateway コンポーネントをイン
ストールする Windows Server 2022 マシンと、RAS コネクションブローカーを実行する Windows Server 2022 マシン
を分離した環境を構築し、冗⾧構成時など設定、運用なども検証されることをお勧めいたします。

注意： 本環境では、RAS ライセンスの認証（評価ライセンスであっても）のため、インターネットへアクセスで
きる環境が必要となります。 
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構成マシンの種類 

 前述に説明済みの ①～④各マシンは、互いにネットワーク通信が可能であることを確認済みが前提となります。

マシン OS 役割 

Active Directory Windows Server 2022 ユーザー認証、マシン登録 

RAS Secure Gateway 
RAS Connection Broker 兼 RAS Console Windows Server 2022 

RAS 環境へのログオン入り口と、接続誘導、
設定の保持、管理コンソールの 3 つのコンポ
ーネントを同居 

Windows Server RDSH 機能マシン Windows Server 2022 仮想デスクトップの公開 
仮想アプリケーションの公開 

リモート接続検証用 物理マシン 
※本ガイドでは、 
Windows マシンを使用。 
任意の OS も利用可能 

ユーザーが Parallels Client を使用し、仮想デ
スクトップにリモート接続するための物理マ
シン 

仮想基盤を構成する物理マシン 
（ハイパーバイザー） 

Windows Server 2022 
(Windows 11 Pro でも可能) 仮想基盤を構成 
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その他の検証環境構成パターンの紹介 
RAS 環境は、仮想環境（ハイパーバイザー）を利用する環境以外に、物理マシンのみの環境でも動作が可能です。

仮想環境を構築するマシン性能を利用できない場合、１台もしくは数台の物理マシンを用意して、そのマシン環境に、
Windows Server 2022 をインストールして検証することも可能です。 

上記の例では、1 台の Windows Server 2022 物理マシンを使用して、RAS 環境を構築する例となります。 
本格的な運用で、上記の構成を採用することは、推奨しておりません。RAS 環境は、Active Directory が存在しない環
境でも、サーバーローカル環境に登録されたユーザーアカウントを使用してリモートアクセス環境を構成することが
できます。 

ですが、上記構成は、あくまでも、動作検証用だとご理解ください。 
 ログインユーザーのリモートセッションを実行する RDSH 機能と、RAS 運用に必要なコネクションブローカと 
Secure Gateway を同居する場合、サーバー全体の負荷が高くなった場合、想定していた同時ユーザー数を正しく動作
することができない可能性がありますし、リソース消費が多い場合、動作全体が不安定となる場合もありえます。 

 実運用を想定した場合は、Parallels RAS 環境を構成する上記図の①、②、③は、それぞれ別の仮想マシンとして、
別々に構成することを推奨いたします。 
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Parallels RAS サーバー、RDSH サーバーに対する 
事前作業 
Active Directory ドメインへの登録 

1. 検証環境に使用する２台の Windows Server 仮想マシンを、Active Directory ドメインに登録します。 

検証用ユーザーアカウントの作成 
1. 検証用ユーザー アカウントは、Active Directory 環境を使用する場合、ドメインコントローラに構成済みの 

Remote Desktops Users に所属するよう定義をします。 
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RDSH サーバーに対する事前作業 
リモートデスクトップサービスの有効化 

1. RDSH サーバーにドメイン管理者権限でログインします。次にサーバーの役割として、「リモートデスクトッ
プサービス」を選択して有効にします。 
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2. リモートデスクトップサービスのリストの中から、「リモートデスクトップセッションホスト」のみ選択しま
す。 

1. 役割と機能の追加ウィザードが開始されます。「機能の追加」を選択して、先に進みます。 



概要 

11 

2. 役割サービスリストの中、「リモートデスクトップセッションホスト」にチェックが入力されていることを確
認して、「次へ」進みます。 

3. インストールオプションを確認します。「必要に応じて対象サーバーを自動的に再起動する」にチェックを入
力し、自動的に再起動するか、確認されますので、「はい」を選択します。 
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4. 機能のインストールが開始されます。 

5. 機能のインストールが完了しましたらば、ウィザード画面を閉じます。 
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6. 仮想デスクトップ用マシンでは、[リモート デスクトップ接続] を有効にし、検証用ユーザー アカウント、 
ユーザー グループに [リモート デスクトップ接続] を許可する。 

注 : この設定をしなければ、ユーザー ログオン時に、0X400000E NOT Authorized Remote login が出力されます。
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RAS モジュールのインストール 
インストールモジュールの入手 

以下 URL へアクセスし、「Parallels Remote Application Server」のリンクをクリックし、インストールモジュー
ルをダウンロードします。 
https://www.parallels.com/jp/products/ras/download/links/
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インストールの開始 
本資料では、RAS Connection Broker 兼 RAS 管理コンソール、Secure Gateway コンポーネント兼務する仮想 Wind

ows Server 2022 マシンを使用します。ダウンロードしたインストールモジュールを格納します。 

1. ダウンロードしたモジュールを実行し、「セットアップウィザード」の画面が表示されたら、「次へ」をクリ
ックします。 

2. 「使用許諾契約書」の画面が表示されたら、「使用許諾契約書に同意します」をチェックし「次へ」をクリッ
クします。 
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3. 「カスタマーエクスペリエンスプログラム」の画面が表示されたら、「無効」を選択します。 

4. 「インストール先フォルダʵ」の画面が表示されたら、デフォルトのまま変更せず、「次へ」をクリックしま
す。 
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5. 「インストレーションタイプを選択してください。」の画面が表示されたら、「カスタム」を選択し、「次へ」
をクリックします。 

6. インストールするコンポーネントを選択します。 
デフォルトでは、「RD Session  Host Agent」が選択されていますが、本資料で構成する環境では、別の仮想
マシンに定義しますので、チェックを外します。 
「Connection Broker」、「Secure Gateway」、「Parallels RAS Console」の 3 つが最低限、選択されている
状態で、「次へ」クリックします。 
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7. 「ファイアウォールの設定」の画面が表示されたら、「ファイアウォールルールを自動的に追加」をチェック
し、「次へ」を押下します。 

8. 「重要な通知」の画面が表示されたら、「次へ」をクリックします。 
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9. 「SSO インストール」の画面が表示されたら、「シングルサインオンコンポーネントは追加されません」をチ
ェックし、「次へ」を押下します。 

10. 「インストール準備完了」の画面が表示されたら、「インストール」ボタンを押下します。 
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11. 「インストール中」の画面が表示され、インストールが開始されます。「セットアップウィザードが完了しま
した」の画面が表示されたら、「デスクトップ管理者コンソールを起動する」をチェックし、「完了」ボタン
を押下します。 

12. マシンの再起動が要求されますので、それに従い、「はい」をクリックします。 
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ライセンスのアクティベーション 
1. Connection Broker、Secure Gateway、RAS コンソールをインストールしたマシンを、そのまま操作します。 

システム再起動後、RAS コンソールを起動します。 

2. ログイン画面が出力されます。「ファーム」にサーバーホスト名もしくは「Localhost」と入力し、ユーザー
名にマシンのローカル管理者権限を持ったユーザー名とパスワードを入力し、「接続」ボタンをクリックしま
す。 
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3. 「Parallels ビジネスアカウント」のログイン画面が表示されたら、先に Parallels ビジネスアカウントとして、
登録済みのメールアドレスとパスワードを入力し、「サインイン」ボタンをクリックします。 

※もし登録がされてない場合は、「登録」ボタンより登録することも可能です。 

4. 「製品をアクティベート」の画面が表示されたら、「ライセンスキーを使用してアクティベートする」を選択
し、「 …  」ボタンを押下して、ご利用になるライセンスキーを選択するか、ライセンスキーをまだ登録され
ていない場合は、直接ライセンスキーを入力し、「アクティベート」ボタンを押下します。 

※30 日間有効なトライアルライセンスを使用する場合は、「トライアルバージョンをアクティベートする」を選
択してください。 
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5. 「アクティベート」ボタンをクリック後、以下のようなアラート画面が表示される場合がございます。「OK」
をクリックし、画面を閉じてください。 

6. 「正しくアクティベートされました」の画面が表示されたら、「OK」を押下し、画面を閉じてください。 

7. RAS コンソールが出力されます。 
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RDSH ホストへ RAS モジュールのインストール 
まず、事前作業として、RAS モジュールをインストールする前に、Windows Server 上でリモートデスクトップサ

ービス（RDSH）を提供するサーバーの役割を有効にします。 
 この RDSH を利用することで、ユーザーは、Windows Server 上のデスクトップ環境や、アプリケーションを複数
ユーザーが同時にアクセスして利用できるようになります。 

1. RDSH サーバーに作業を移し、Parallels 社サイトよりダウンロードしたインストールモジュールをコピーし
ます。そして、インストールモジュールを管理者権限で実行します。「セットアップウィザード」が出力され
ますので、「次へ」をクリックします。 

2. 「使用許諾契約書」の画面が表示されたら、「使用許諾契約書に同意します」をチェックし、「次へ」をクリ
ックします。 
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3. 「カスタマーエクスペリエンスプログラム」の画面が表示されたら、「無効」ををクリックします。 

4. 「インストール先フォルダʵ」の画面が表示されたら、デフォルトのまま変更せず、「次へ」をクリックしま
す。 
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5. 「インストレーションタイプを選択してください。」の画面が表示されたら、「カスタム」を選択し、「次へ」
をクリックします。 

6. 次の画面で、「RAS RD Session Host Agent」を「ローカルハードドライブにすべてインストール」を選択し、
それ以外は「インストールしない」を選択し、「次へ」を押下します。 
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7. 「ファイアウォールの設定」の画面が表示されたら、「ファイアウォールルールを自動的に追加」をチェック
し、「次へ」をクリックします。 

8. 「インストール準備完了」の画面が表示されたら、「インストール」ボタンをクリックします。 
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9. 「インストール中」の画面が表示され、インストールが開始されます。 
インストールの取り消しの確認画面が表示されたら、「いいえ」ボタンをクリックします。 

10. ウィザードが完了しましたら、「完了」をクリックします。 

11. システムを再起動します。 
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RAS 管理コンソールから RDSH サーバーを追加する 
1. 管理コンソールを起動します。メニューから、「ファーム」の表示に切り替え、操作リストから「ファーム」

を選択して表示を切り替えます。「サイト」の定義のなかでサーバーの状態が、「 OK 」となっていることを
確認します。 

2. 次に、「ファーム」の表示に切り替え、操作リストから「RD セッションホスト」を選択して表示を切り替え
ます。画面右端にある「 + 」ボタンをクリックします。 
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3. 「RD セッションホストを追加」の画面が表示されたら、「 ＋ 」ボタンを押下して、「Active Directory から
追加」を選択します。 

4. 「サーバー」欄に、先ほど RD Session Host Agent をインストールした Windows Server の IP アドレスまた
はホスト名を入力し、「次へ」を押下します。 
※もしエージェントのステータスが「OK」になっていない場合は、RD Session Host Agent が正しくインス
トールされていないことが考えられます。再度インストールを行ってください。 
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5. 次の画面で、すべてのチェックボックスが選択されていることを確認し、「次へ」をクリックします。 
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6. グループの選択画面が表示されたら、デフォルトのまま、「次へ」を押下します。 

7. 次の画面では、デフォルトのまま変更せず、「次へ」を押下します。 
※リモートデスクトップ接続させたいユーザーまたはグループを選択したい場合は、「認証されたユーザー」
の代わりに個別に追加してください。 
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8. 「ユーザープロファイル」の画面が表示されたら、デフォルトのまま、「次へ」を押下します。 

9. 「最適化」の画面が表示されたら、デフォルトのまま変更せず、「次へ」を押下します。 
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10. 「概要」の画面が表示されたら、「次へ」を押下します。 

11. 「RAS RD Session Host Agent をインストール中」の画面が表示され、Windows Server が再起動されると、
「完了」ボタンが表示されるので、「完了」ボタンを押下します。次の「レポート」画面でサーバーが正しく
追加されたことを確認し、「完了」ボタンを押下します。 
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8. 「新しい設定を確定するには”適用(A)”を押します」のメッセージが表示されるので、コンソールウインドウか
ら、「ファイル」 - 「適用」ボタンを押下します。 

9. コンソールウインドウから、「ファーム」 - 「RD セッションホスト」- 「ホストプール」タブの表示に切り替
えます。「Default」定義の状態が「OK」になっていることを確認します。 

※初めて追加する場合は、最適化の処理が実行され、ステータスが「最適化を実行中」になり、時間がかかりま
す。少し時間をおいてから、ステータスの更新を行ってください。 

10. 表示されているリストを選択して、右クリックします。「プロパティ」を表示します。 
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11. 「プロパティ」を表示し、「ホスト」に表示を切り替えます。状態が「OK」であることを確認します。 
「OK」ボタンをクリックして、ウインドウを閉じます。 
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デスクトップの公開設定 
1. 管理コンソールを起動し、「公開」メニューを選択し、「追加」ボタンをクリックします。 

2. 「アイテムタイプ」の選択画面で、「デスクトップ」を選択し、「次へ」をクリックします。 
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3. 「デスクトップタイプ」の選択画面で、「RD セッションホストデスクトップ」を選択し、「次へ」をクリッ
クします。 

4. 「公開元」の画面では、デフォルトのまま変更せず、「次へ」をクリックします。 
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5. 「デスクトップ」の画面で、「名称」に適当な名前を入力し、プロパティ欄にて、リモート画面表示サイズを
必要に応じて変更し、「次へ」をクリックします。 

6. 「ステータス」の画面で、「有効」を選択し、「完了」ボタンをクリックします。 
コンソールより、「適用」をクリックします。 
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7. 「公開」メニューの「公開済みリソース」で、先ほど追加した公開設定を選択し、「フィルタリング」タブを
選択します。次に、表示の右側にある、「 ＋ 」ボタンをクリックします。 

8. 「新しいルールのプロパティ」の画面が表示されたら、「Name」欄に適当な名前を入力し、「いずれかの任
意」のリンクをクリックします。 

9. 「Select Users or Groups」の画面が表示されたら、「 + 」ボタンをクリックします。 
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10. 「ユーザーまたはグループの選択」の画面が表示されたら、「選択するオブジェクト名を入力してください」
の入力欄に、アクセスを許可するユーザー、またユーザーグループを指定入力し、「名前の確認」ボタンをク
リックし、ユーザーを確定し、「OK」を押下します。 

11. 「ユーザーまたはグループを選択」の画面が再度表示されたら、選択され条件が正しいことを確認し、「OK」
をクリックします。 

12. 「新しいルールのプロパティ」の画面が再度表示されたら、ルールが追加されたことを確認し、「OK」をク
リックします。 
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13. 作成したルールが一番上に設定されていることを確認し、コンソールから「適用」ボタンをクリックします。 
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物理マシンからのリモート接続 
Parallels RAS 環境へのリモートアクセスの手段は、接続元デバイスにインストールされた RAS Client モジュールのイン

ターフェイスから接続先を登録してアクセスする方法と、Web ブラウザを使用して、RAS Secure Gateway が構成する RA
S 環境へのログオンページからアクセスする方法と、2 種類存在します。 

本ガイドでは、2 つの方法を解説いたします。 

RAS Client for Windows モジュールインターフェイスからのアクセス 
1. 接続に使用する RAS Client for Windows モジュールを、コーレル社のサイトからダウンロードして入手します。 

https://www.parallels.com/jp/products/ras/download/links/

2. ダウンロードしたインストールファイルを、接続元 PC デバイスへコピーします。 
インストールファイルを実行すると、「セットアップウィザード」が開始されます、「次へ」をクリックします。 
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3. 「使用許諾契約書」の画面が表示されたら、「使用許諾契約書に同意します」をチェックし、「次へ」をクリック
します。

4. 「カスタマーエクスペリエンスプログラム」の参加は、「無効」を選択します。 
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5. 「インストール先フォルダʵ」の画面が表示されます、デフォルトのまま変更せず、「次へ」をクリックします。 

6. 「ショートカット」の画面が表示されたら、デフォルト設定のまま、「次へ」をクリックします。 



概要 

46 

7. 「SSO インストール」の画面が表示されたら、「シングルサインオンコンポーネントは追加されません」をチェッ
クし、「次へ」をクリックします。 

8. 「インストール準備完了」の画面が表示されたら、「インストール」ボタンをクリックします。 
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9. 「インストール中」の画面が表示され、インストールが開始されます。「セットアップウィザードが完了しました」
の画面が表示されたら、「Parallels Client の起動」にチェックを入れ、「完了」ボタンをクリックします。 
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10. 「Parallels Client」が起動し、「RAS 接続がありません。追加しますか？」の画面が表示されます、 
「はい」をクリックします。 

11. 「新しい接続」の画面が表示されたら、RAS サーバーの接続先アドレス情報を入力し、「次へ」をクリックします。 

12. 次の画面が表示されたら、「詳細設定」のリンクを押下します。 
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13. 接続プロパティの画面が表示されたら、次の接続情報を入力し、「OK」をクリックします。

 「プライマリ接続」：RAS サーバーの接続先情報(IP アドレス/FQDN 名) 

 「名称」：接続設定情報の名前

 「ユーザー名」：ドメインに登録済みのログインユーザー名

 「パスワード」：パスワード

※他の設定はデフォルトのまま変更しないでください。
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14. ログインを実行すると、利用可能な公開リソースへの接続アイコンが表示されますので、アイコンをダブルクリッ
クしリモートセッションを開始します。 
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RAS Client for HTML モジュールを使用したリモートアクセス 
1. RAS Secure Gateway コンポーネントを設定したサーバーアドレスに、Web ブラウザからアクセスします。 

本資料では、RAS コネクションブローカーサーバーとなります。 
アドレス指定 ：  https://xxx.xxx.xxx.xxx/  

2. Web ブラウザのセキュリティ警告が表示される場合は、無視してアクセスを継続してください。 

※RAS 環境では、Secure Gateway コンポーネントを経由したアクセスでは、デフォルトで、コーレル社が用意する
自己署名の証明書を作成して利用します。そのため、Web ブラウザによってはセキュリティ警告が表示される場合が
あります。 

3. ログイン画面が表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックしますが、初期
値では、英語の表記となります。ブラウザの表示言語を、日本語に変更すると、ページの説明が日本語に変換され
ます。 

 日本語に変換済みページ 
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英語表記のページレイアウト 

4. 自動ログオン機能を使用するか確認のポップアップが出力しますので、「閉める」＝「No」を選択します。 

 日本語変換ページと、英語表記 

5. 「カスタマーエクスペリエンスプログラム」の有効化を促すメッセージが出力されます。「無効にする」＝「Disa
ble」を選択します。 
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6. リモート接続に使用する Parallels RAS Client モジュールの選択メッセージが出力されます。 
今回は、HTML 接続を使用しますので、「Web ブラウザを使用する」＝「Use Web Browser」を選択します。 

7. ログイン後、利用可能なアプリケーションまたはデスクトップアイコンが表示されますので、アイコンをダブルク
リックし実行します 
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8. リモート画面の表示を確認して、操作を開始します。画面右端には、HTML 接続時に利用できるメニューが表示さ
れます。 


